
消費生活相談件数の推移

・ 2021年の消費生活相談件数は85.2万件で、前年より減少。要因として、新型コロナウイルス感染

症や架空請求に関連した相談の減少が挙げられる。

・ 商品・サービス別では、迷惑メールや不審な電話を含む「商品一般」に関する相談が最多。

消費生活相談の概況

消費生活相談の商品・サービス別上位件数

（備考）いずれの図表もPIO-NETに登録された消費生活相談（2022年３月31日までの登録分）により作成。

※2021年４月から同年12月までの消費生活相談情報を集計。

（出所）消費者白書（令和４年版）

消費者被害・トラブルの状況に関する指標例
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（出所）消費者白書（令和４年版）

購入商品や利用サービスでの消費者被害・トラブルの経験

・ 「契約・解約時のトラブルにより被害に遭った」、「問題のある販売手口やセールストークにより契

約・購入した」、「詐欺によって事業者にお金を払った」等の消費者被害経験も一定程度見られる。
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・ 2021年の消費者被害・トラブル推計額（既支払額（信用供与を含む。））は約5.9兆円と、マスク等単

価の低い相談の多かった2020年と比較して増加し、2018年とほぼ同水準となった。

消費者被害・トラブルの経験と被害・トラブル額の推計

消費者被害・トラブル額の推計結果

（出所）消費者白書（令和４年版）
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（出所）警察庁「犯罪統計資料」 （出所）警察庁「特殊詐欺認知・検挙状況等」（令和３年・確定値）

・ 2021年の詐欺の認知件数は、30,468件、2017年の42,571件から減少している。

・ 2021年の特殊詐欺の認知件数は14,498件、被害額は282.0億円。認知件数は2017年の18,212件

から減少している。被害額は過去最高となった2014年の565.5億円から半減している。

詐欺及び特殊詐欺の認知状況

特殊詐欺の認知件数及び被害額の推移詐欺の認知件数の推移

年次
区分

2012 202120202019201820172016201520142013

認知件数 18,21214,15413,82413,39211,9988,693 14,49813,55016,85117,844

年次
区分

2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

被害額 364.4 489.5 565.5 482.0 407.7 394.7 382.9 315.8 285.2 282.0

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

４


